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❖ はじめに
　現在わが国は超高齢社会の真っ只中にあります。人口に占める高齢者の割合を示す高齢化率は2014年に
25％を超え、人口の４人に１人が高齢者です。また人口の減少も問題となっていて、2007年頃から人口は
減少しています。この少子高齢化にどのように対応していくかについて様々な角度から議論されています。

　みなさんは「地域包括ケアシステム」という言葉を耳にしたことはありますか？厚生労働省のホーム
ページには下記の図とともに次のように述べられています。

地域包括ケアシステム
○　団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域
で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生
活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現していきます。

○　今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるため
にも、地域包括ケアシステムの構築が重要です。

○　人口が横ばいで75歳以上人口が急増する大都市部、75歳以上人口の増加は緩やかだが人口は
減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

　　地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、
地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。

　この限られた紙面で「地域包括ケアシステム」の詳細を説明するのは困難ですが、少子高齢化がさらに
深刻になる将来、高齢者が最期まで自宅等で安心して暮らせるような仕組みを地域が一体となって作ろう
というひとつの対応策をこの「地域包括ケアシステム」という言葉で表現しているのだと理解しています。
それは何か特別な新しいことを始めることではなく、それぞれが今までやってきた医療・介護・介護予防
などをさらに強化し、連携していくことだと思います。

地域包括ケアシステムの姿
病気になったら･･･
医　療

・急性期病院
・亜急性期・回復期
　リハビリ病院

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

日常の医療：
　・かかりつけ医
　・地域の連携病院

通院・入院

住まい

通所・入所

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO　等

いつまでも元気に暮らすために･･･
生活支援・介護予防

認知症の人

■在宅系サービス：
・訪問介護・訪問看護・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
　（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等
■介護予防サービス

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護
　　　　　　　　　　　等

介　護
介護が必要になったら･･･

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
　 分以内に必要なサービスが提供される日
　 常生活圏域（具体的には中学校区）を単
　 位として想定

相談業務やサービスの
コーディネートを行い
ます。

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

在宅事業推進部部長
ほし横塚クリニック内科医師
星　　吾　朗
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地域包括ケアシステムの捉え方
○　地域包括ケアシステムの５つの構成要素（住まい・
医療・介護・予防・生活支援）をより詳しく、また
これらの要素が互いに連携しながら有機的な関係を
担っていることを図示したものです。

○　地域における生活の基盤となる「住まい」「生活
支援」をそれぞれ、植木鉢、土と捉え、専門的なサー
ビスである「医療」「介護」「予防」を植物と捉えて
います。

○　植木鉢・土のないところに植物を植えても育たな
いのと同様に、地域包括ケアシステムでは、高齢者
のプライバシーと尊厳が十分に守られた「住まい」
が提供され、その住まいにおいて安定した日常生活
を送るための「生活支援・福祉サービス」があるこ
とが基本的な要素となります。そのような養分を含
んだ土があればこそ初めて、専門職による「医療・
看護」「介護・リハビリテーション」「保健・予防」
が効果的な役目を果たすものと考えられます。

❖ ほし横塚クリニックについて
　ほし横塚クリニックは公益財団法人星総合病院の施設の一つとして、2013年４月に開院しました。現在
常勤医は４人（長谷川 浩一、星 吾朗、川名 瞳、豊田 喜弘）いますが、そのうち３人が家庭医です。我々は
グループ診療という形で、子供からお年寄りまでの外来診療、各種健康診断（郡山市の特定健診、肺がん検
診、胃がん検診、大腸がん検診、乳がん検診、前立腺がん検診など）、各種予防接種（小児の定期・任意予防
接種、肺炎球菌ワクチン、インフルエンザワクチンなど、＊子宮頸がんワクチンは実施しておりません）、
健康相談、訪問診療（休診日を含む24時間体制で原則寝たきりなど通院が困難な方を対象としています）
を行っています。また福島県立医科大学 医学部学生の研修協力施設でもあり、医学部学生の教育も行って
います。
　さらに、今年の６月から第１土曜日、第３土曜日の午前中乳腺外来の診療を開始しました。原則予約制
になりますが、乳がん学会認定医の相楽 浩哉 医師が担当します。

❖ 家庭医（総合診療専門医）について
　「家庭医療（総合診療）」は日本ではあまりなじみのない名称ですが、海外では広く知られた医療の専門
分野のひとつです。
　「家庭医（総合診療専門医）」は、子どもからお年寄りまであらゆる健康問題の相談窓口です。現在お困
りの症状や病気の相談・解決はもちろん、将来起こりうる病気の予防や健康の維持・増進も含め対応いた
します。年齢・性別・臓器を問わず、健康問題や病気についてまず
はじめに相談を受け、解決する役割を担っています。家庭医（総合
診療専門医）はあらゆる健康問題のおよそ８割に対応することが
でき、その他の専門的な診療についても各科専門医と適切な連携を
取って解決へ導きます。
　ほし横塚クリニックでは、福島県立医科大学 地域・家庭医療学講
座に所属する家庭医が診療を行っています。
　「家庭医療（総合診療）」についてより詳しい情報は、講座のホー
ムページをご参照ください。http://www.fmu.ac.jp/home/comfam/

　当推進部は、少子高齢化がさらに深刻になる将来に目を向け、星総合病院グループ各部署間の連携の強
化、及び星総合病院と各医療機関、地域住民との連携の強化のために平成28年１月に発足し、まず星総合
病院グループ全体の部署の統一と調整を行いました。今後も星総合病院グループによる「地域包括ケアシ
ステム」の構築に向けて進んでいきたいと考えています。	 星総合病院　在宅事業推進部

出典：平成25年３月地域包括ケア研究会報告
「地域包括ケアシステムの構築における

今後の検討のための論点」
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　街こおりやま社より毎月発行されている『街こおりやま』に「ドクターからのアドバイス」という
コーナーがあり、2015年９月から12月まで星総合病院の４人の医師が担当しました。前号では９月
号と10月号をご紹介しましたので、今回は11月号と12月号をご紹介します。

2015年
11月号

2015年
12月号

『街こおりやま』「ドクターからのアドバイス」コーナーに連載しました
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認 定 期 間 2015年10月16日～2020年10月15日
（４回目の認定）

交 付 日 2016年１月15日

初 回 認 定 2000年10月16日

主たる機能 一般病院２
（主として二次医療圏等の比較的広い地域に
おいて急性期医療を中心に地域医療を支え
る基幹的病院）

機能種別版評価項目3ｒｄG：Ver.1.1

▶病院機能評価とは
　患者さんや地域の方が適切な医療を安心して受けら
れるよう、公益財団法人日本医療機能評価機構（病院の
質を向上させることを目的に病院機能の第三者評価を
おこなう機関として、平成７年７月に厚生省（現厚生労
働省）の認可のもと発足。日本で唯一の審査機関）が多方面にわたって医療機関の評価をお
こなうものです。平成９年に事業を開始し、現在では全国の病院の約３割が認定を受けてい
ます。
　この評価は各医療機関の優劣を比較するものではなく、それぞれの病院が自ら優れている
点や改善すべき点を把握し、医療における一層の質の向上及びサービスの充実につなげてい
こうとするものです。
　審査では日本医療機能評価機構から派遣された医療知識・経験を有し、サーベイヤー研修
を受けた第三者が、診療部門・看護部門・事務管理部門の多方面にわたり、評価を行います。

▶審査項目等の変更
　評価体系は時代とともに何度も改訂されてきましたが、前回７領域あったものが４領域に
なり、137あった評価項目がそれぞれの病院の機能別に89になり、これまでの体制やマニュア
ルなどの構造や組織的な活動状況を確認するものから、より現場の具体的な活動や結果を評
価する形への大きな変更がありました。ケアプロセス調査として症例トレース法（現場の代
表的一症例を取り上げ、その患者の治療経過などを包括的に見て行く）が取り入れられたこ
とが大きな特徴です。その他、認定期間の５年間は変わりませんが、３年目に「認定期間中の
確認」を行うことになり、より継続的な質改善活動が求められるようになりました。

▶結　　果
　今回は、院内外で行われている職員が講師になっての健康教室・セミナー等の取り組みに
よる積極的な健康予防活動や新病院の特性を生かした医療環境の提供が特に高い評価を受け、
認定を更新することができました。
　今後も地域における役割を踏まえ、医療の質の向上と患者さんへのサービスの充実に努め
てまいります。

（公財）日本医療機能評価機構

「病院機能評価」認定を更新
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　この度、星総合病院・ポラリス保健看護学院は一般社団法人日本医療福祉建築協会主催の
「医療福祉建築賞2015」を受賞しました。
　４月22日、建築会館ホール（東京都港区）にて表彰式が行われ、設計者の㈱日建設計、施工者
の鹿島建設㈱東北支店、開設・管理者の当法人の代表者が表彰を受けました。

　医療福祉建築賞は一般社団法人日本医療福祉建築協会が、広く世に知らせることによって、
これらの施設の質の向上をはかることを目的に1991年に厚生省の後援を得て創設した顕彰事
業です。毎年、竣工後１年以上たつ新しい医療福祉施設を対象に優良作品を募り、厳正な審査
の上、もっとも優秀と認められたもの数点に賞を授与しています。
　１次選考では書類による審査、２次選考では現地視察があり、当日は設計・建築関係者は立
ち合うことが許されない為、病院スタッフが審査員への説明をしました。デザインに加え、利
用者の快適性や、スタッフの使い勝手といった視点もあわせて、総合的な評価が行われます。
　受賞者は開設者または管理者・設計者・施工者の三者。医療機関の建築としては最高峰に
位置づけられ、毎年医療機関の受賞は１～２施設のみとなる権威ある賞です。2015年は2011
～2013年度に竣工した作品が対象となり、応募数は、病院が19作品、診療所などが5作品、福祉
施設が11作品の合計35作品の中、２作品が受賞しました。
　賞状、盾と共に頂いたプレートは１Ｆ外来待合Ａブロック脇の柱に設置しました。



施設ニュース施設ニュース

養護老人ホーム三春町敬老園星ヶ丘病院・介護老人保健施設オリオン

星 ヶ 丘 病 院三春町立三春病院

三春町第１保育所
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運動会 6月11日
　日頃のリハビリやレクリエーションの
成果を発揮する場として、ご家族の方々
もご参加いただき毎年開催しています。
３チームに分かれ競技し、合計点数を競
いました。最後は約200名が集まった会
場全体でダンスを行い、熱戦を締めくく
りました。

さくら湖マラソン大会
救護ブース設置 6月12日
　「第19回さくら湖マラソン大会」に、今年も
三春病院が救護ブースを担当させて頂きまし
た。大会当日は気温・湿度が高かった為、体調
を崩される方がおられましたが、大きな事故も
なく無事に終了することができました。今回は
血圧測定などに加え、リハビリテーション科で
は“セルフコンディショニング”をテーマにテー
ピングやストレッチの方法、ランナーズエクサ
サイズプログラム冊
子の配布などを行い
ました。当法人から
も職員がランナーと
して出場、優勝者も
でました。

農業活動
　現在、畑には玉ねぎ、じゃがい
も、きゅうり、ナス、青じそ、ト
マト、かぼちゃ、ニンジン、さつ
まいもが育っています。
　６月に入りそろそろ玉ねぎが
収穫できる予定です。きゅうり
等の夏野菜は５月末に苗植
えをし、７月末にはあおぞら
市へ販売に行きたいと思っ
ています。秋には収穫祭と
して、農業指導の市川さんや
地域の方々を招待してイベ
ントを行う予定です。

DPAT出動
　４月14日の熊本地震を受けて、福島県からの要請
があり、星ヶ丘病院災害派遣精神医療チーム（DPAT）
は５月９日に郡山を出発、10
日から５日間の日程で被災
地域での心のケアにあたり
ました。精神科医を中心に、
看護師、精神保健福祉士、連
絡調整員として作業療法士
の４名で活動、任務を終了
し無事に帰院しました。
７月12日㈫には県北保健
福祉事務所大会議室にて
「平成28年度熊本地震にお
ける福島県DPAT派遣報
告会」を予定しています。

親子遠足 ６月３日
　晴天の中、那須動物王国へ総勢191名で出かけてきました。ドッグ
ショーやバードショーに参加して直接犬や鷹に触れたり、いろいろ
な動物に餌をあげて動物とのふれあいを楽しんできました。
　子どもたちはカピバラに会えるのを楽しみにしていましたが、い
ざ目の前に来ると少し驚いた様子でした。ワンニャンバスに乗った
りおうちの方と一緒にお弁当を食べたりとみんなで楽しい時間を過
ごしました。
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　今年もまた６月〜11月の毎週火曜日（祝日を除く）
10：30～13：00、かがやき健康館前広場にて「あお
ぞら市」を開催しています。新鮮な野菜や果物にきの
こ、切花や鉢植え、手作り雑貨や天然酵母パン、スイ
ーツなど…見ているだけでも楽しい様々な商品が並
びます。旬のものの美味しい食べ方や植物の上手な
育て方など色々な情報交換をしながら、美味しく楽
しく健康な生活を目指しませんか？出店者も募集中
です。

　４月から当財団の「食」に関する事業の一つとし
て運営することになりました。５月よりJOYEAT
＋KITCHEN（ジョイートキッチン）としてグラン
ドオープンし、多くの方々にご利用いただいてお
ります。提供するメニューはすべて、当財団の管理
栄養士が考えた「塩分・カロリーを控え」「野菜た
っぷり」できる限り冷凍食材や加工品を使わず地
元の食材や病院の農園で採れた旬の野菜を使って
美味しくて健康的なものを提供して行きます。
　メニューは日替わりで４種類デザートお飲み物
付きです。ぜひ、ご利用ください。

　メグレズホールでは毎週火曜日10：20から、理学療法士に
よる手軽にできる10分間の健康体操、10：30～11：00参加費
無料の健康講座も開催中。

　第２・第４火曜日には郡山市
委託事業「こおりやまオレンジカ
フェ☆キラリ☆」（参加費200円お
茶・お菓子付き）も引き続き開催
しています。
　お気軽にお越しください。

７月の健康講座メニュー
５日「知って予防しよう！熱中症」	 保健師	 佐藤　正基
12日「認知症予防の豆知識」	 認知症看護認定看護師	 田辺　晃子
19日「若々しい姿勢をつくろう（仮）」	 作業療法士	 佐藤　裕美
26日「こんな症状は物忘れ？認知症？（仮）」	 認知症初期集中支援チーム	 樽川　佳代

　下記の日程で「ポラリス保健看護学院学校説明会」を開催いたします。
１回目　　平成28年７月23日㈯　9：30～12：00
２回目　　平成28年８月27日㈯　9：30～12：00

　今年はＡ・Ｂ２つのコースをご用意し、お越しいただく皆さんのニーズに
合ったものをと考えております。
　看護に興味のある方は、この機会にぜひ最新の情報を手に入れてください。
詳しくはポラリス保健看護学院ホームページをご覧ください。 昨年の様子

公益財団法人星総合病院

◦星総合病院
〒963-8501　福島県郡山市向河原町159番1号
TEL 024-983-5511

　星総合病院　在宅介護支援センター
TEL 024-983-5515

　ほしのこ保育園
TEL 024-983-5519

◦星ヶ丘病院
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-952-6411

　星ヶ丘訪問看護ステーション
TEL 024-962-1711

　居宅介護支援事業所星ヶ丘
TEL 024-952-6414
　星ヶ丘保育園

〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地3号
TEL 024-951-0788
◦介護老人保健施設　オリオン

〒963-0211　福島県郡山市片平町字峯三天2番地
TEL 024-952-6413
◦三春町立三春病院（指定管理）

〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50
TEL 0247-62-3131
　三春訪問看護ステーション

TEL 0247-73-8270
◦ほし横塚クリニック

〒963-8803　福島県郡山市横塚二丁目20-36
TEL 024-956-7778

　星訪問看護ステーション
TEL 024-956-2322

　芳賀・小原田地域包括支援センター
TEL 024-941-1121

◦星訪問看護ステーション　しずか
〒963-0209　福島県郡山市御前南5丁目18番地　ウエストパークB棟102号
TEL 024-983-6410

◦養護老人ホーム　三春町敬老園（指定管理）
〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50番地の1
TEL 0247-62-3618
◦ポラリス保健看護学院

〒963-8801　福島県郡山市向河原町159番7号
TEL 024-983-5010
◦三春町第１保育所（指定管理）

〒963-7769　福島県田村郡三春町担橋1-4-1
TEL 0247-62-3839

ご意見をお聞かせ下さい。

ホームページアドレス
http://www.hoshipital.jp
発　行／ 公益財団法人星総合病院
編　集／ 法人広報部
発行日／ 平成28年7月
住　所／ 〒963-8501
　　　　 郡山市向河原町159番1号


